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ロシアが生んだもっとも偉大な詩人、そしてロシア近代文学の創始

者でもあるプーシキン。そのプーシキンが著した『青銅の騎士』、『オ

ネーギン』、『金の鶏の話』、『ボリス・ゴドゥノフ』、『スペードのクイー

ン』、『大尉の娘』…。詩、物語詩、韻文小説、民話詩、劇詩、小説、

それらすべてのジャンルから著者が厳選した傑作選で、本文は原文

テキスト、単語帳、日本語訳、そして詳しい解説より構成されます。 

国民詩人の全貌がわかるとともに、プーシキンをより深く味わうため

の読解本、「プーシキン研究のファースト・ステップ」とも言えるのが本書『プーシキンを読む』です。 
    

著者まえがき（「はじめに：ロシア語／プーシキンを学ぶ」）より著者まえがき（「はじめに：ロシア語／プーシキンを学ぶ」）より著者まえがき（「はじめに：ロシア語／プーシキンを学ぶ」）より著者まえがき（「はじめに：ロシア語／プーシキンを学ぶ」）より    

「‹…›プーシキンの創作の魅力はどこにあるのでしょう？ 愛、優しさ、勇気、生命／自由への思慕、率

直さ… 皆さんそれぞれに答えを見つけてみてください。また、プーシキンほど時代や社会にコミットし、

振り回された文学者はいません。ナポレオン戦争（1812）やアレクサンドル 1世の死／デカブリストの乱

（1825）、ニコライ 1 世との関係など、歴史的背景もあわせて考えれば、作品の理解はさらに深まること

でしょう。ロシアの芸術家たちは何らかの形でプーシキンを意識し、彼とつながっています。プーシキン

の創作を通して、ロシアの芸術／文化／精神を読みとく鍵が見つかるかもしれません。‹…›」 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

好評『名作に学ぶロシア語』読本シリーズ：：：：今回新刊の「プーシキンを読む」、好評既刊「ゴーゴリ『鼻』全

文読解」、「『アンナ・カレーニナ』を読む」につづき、チェーホフ、ドストエフスキーなどを取り上げ、続巻刊行予定。 
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